
（別紙様式１） 

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 
   

学 校 名       美濃市立中有知小学校  

実 施 期 間 平成２５年１０月２６日（土）  

 
 
実 施 概 要 

 

 
 地域参観日を設け，教科及び学活の授業における児童の学習の
様子を保護者・家族・地域関係者に公開するとともに，観劇会を
実施した。  
     

 
 
 
 

実 施 内 容 
 

 
 

学習・取組の分野 
 ☑自然   □歴史   ☑文化   □産業   ☑その他  

公開の方法 
 ☑授業公開 □成果発表 □交流活動 □講演会等 
 
 □地域行事等参加 ㋹その他 

 
来 校 者 数 

 
 

保 護 者   ２１０      人 
計   ２４０  人 

地域関係者     ３０      人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
実 施 状 況 

 
 
 
 
 
 
 
 

普段から開かれた学校づくりの一環として，保護者のみならず
家族や地域の方にも「夏休み作品展」や「学習発表会」の案内を
配布している。地域参観日を実施するにあたっては，事前に学校
便りを活用し，校区全体に知らせて，来校していただくことを呼
びかけた。  
当日は，教科をはじめ学活の授業を公開した。特に本校が推進

している食育に関わっては，３学年担任と栄養教諭が食べ物の働
きについて学活の授業を公開した。本校が長年取り組んでいる地
元の農業指導員の方を活用した米作りや野菜作りなどの農業体験
を通して，食に関する関心がもてるとともに自分の住んでいる中
有知地区をよりよく知り，ふるさとを大切にする心情を育てる機
会とした。また，保護者や家族・地域の方には，子どもの学習を
通して，子どもをはじめ家族の健康にもより一層関心を持ってい
ただき，健康な家庭生活を送ることについて考えていただく機会
とした。  
また，一昨年度，昨年度に引き続き，本年度も劇団（民話芸術

座）を招いて，民話劇「河童の笛」を上演した。  
児童には，地球温暖化による砂漠化は，人間の心の砂漠化であ

るということを，宇宙から来た河童の行為（人間の世界を救い，
人間の心に優しさと愛を取り戻させることを訴えている）から気
付かせ，優しい心をもつことの大切さを考える機会となった。  

 
 
 
 
 
 
 
成果及び課題 

 
 
 

保護者のみならず家族や地域の方を対象にした地域参観日（授
業公開と観劇会）を実施したことで，以下のような成果（○）や
課題（△）があった。  
○授業について  
・先生方が分かる授業をするために，具体物や資料などを準備さ
れ，授業を行ってみえる姿に熱心さを感じた。また，子どもが
集中して一生懸命学習に取り組んでいる姿に感心した。  

・先生の質問に対して，学級のみんなに一生懸命自分の考えを話
す姿に感心した。  

○掲示物について  
・地域での学習活動（食育や農業体験など）の様子が廊下掲示な
どでよく分かった。  

△学校の様子については今後も機会を捉え，より一層地域に情報
を発信し，いつでも参観していただける開かれた学校づくりに
努めたい。  

 


